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図 2 は、旧輪島市と旧富来町の 1965－70 年と
1975－80 年、1985－90 年コーホートの変化を示し
たものである。コーホートは、5 年前の 5 歳毎の年齢
人口の変化を検討するもので、人口の自然増減や社
会増減がなければ、コーホートは変化しないので０の 
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線上を示すことになる。旧輪島市の 1965-70 年のコ
ーホートは、15-19 歳人口が約 1､600 人転出し、












図 2 輪島市・富来町のコーホート 
－ 28 －
地域経済の創生・成長・消滅メカニズム
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年のコーホートは、15-19 歳人口では約 700 人が、
20-24 歳人口は約 200 人が転出した。25-29 歳の人
口は少し U ターンしている。30 歳~65 歳の労働力人
口は、各年齢層で 30 人程度の転出があった。ここも、
企業の創設発展で 1975-80 年では、30 歳以上の労
働も転出しない傾向を示した。しかし、1985-90 年に
なると、就業機会の減少ともに 30 歳代以上の転出、











1965 年から 1990 年まで、年齢別人口のパターンが、
図 3 農業就業人口･製造業就業人口 
－ 29 －
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